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　企業の財産となる「人材」の能力開発をしていくた

めには、OJT（職場内訓練）とOff-JT（職場外研修）

をうまく連動させていくことが重要です。OJTは仕事

を通じた実践的な人材育成ですが、Off-JTは職場から

離れた場所で、自分と向き合い、自分の現状を客観的

にみたり、受講者同士で切磋琢磨しながら環境変化に

スピーディに対応できるビジネスマインドや知識、ス

キルを体系的に学ぶことができます。

　Off-JTを通じて、成果の向上につながるエッセンス

をインプットし、厳しい環境下においても活躍できる

ビジネスパーソンの土台をつくっていくことが重要で

す。

　ただし、Off-JT（以下、研修）でさまざまなことを

学んでも、職場で活かしていかなければ手段が目的

化してしまい、宝の持ち腐れになってしまいます。研

修で学んだことを応用してアウトプットするために、

OJTを活用することが大切ですが、研修とOJTをう

まく連動させて、効果的・効率的な人材育成を推進し

ていくためには、研修を実施する前後のタイミングで、

効果的な対話の場をもち、PDCAサイクルを回してい

くことが必要となります。

研修の前後、1カ月後のタイミングで対話

（1）　�研修実施前のタイミングでは、目的や内容につ

いて対話する！

　社内公募型で自ら手をあげて受講するという研修の

場合は、参加者の目的意識が高いので、研修開始時か

ら１つでも多くのことを学びたい、というやる気や意

欲が感じられます。

　それ以外の研修では、受講者の学ぶ意欲に温度差

があると感じています。「この研修に参加する前に、

研修の目的について上司と話をしてきた人はいます

か？」と質問すると、手をあげる人が少ないのが現状

です。

　「研修通知をもらったから、とりあえず参加した」、

「仕事が忙しいのに、研修に参加するのは面倒だな」

と思って参加すると、どのようなワークをやっても、

単なる作業の連続になってしまいます。やる気スイッ

プライムタイム　代表取締役

坂本敦子

みしろ　ゆうじ
ビジネス ･ ブレークスルー大学経営学
部准教授。JSHRM 幹事。早稲田大学
卒業後、富士銀行（現みずほ銀行）、
マングローブ、ベリングポイント（現
PwC）を経て現職。著書に『21 世紀
を勝ち抜く決め手 グローバル人材マ
ネジメント』（日経 BP 社）など。

研修とOJTを連動させる
対話のタイミング

教育スタッフ PLAZA

さかもと　あつこ
国際線客室乗務員として航空会社に入社し、首
相特別機にも乗務。その後、外資系総合化学会
社の人事部で採用、人財育成の仕事に携わる。
1995年に人財育成コンサルタントとして独立。
人生・ビジネスのタイミングをつかむ実践行動学

「タイミング マネジメント®」を開発。2012年、『ス
ティービー賞』受賞。人と組織の変革・課題解決
を推進する研修、講演、執筆など幅広く活動。

第 4 回

組織づくりのための
タイミング マネジメント

一人ひとりがイキイキ働く



64 企業と人材  　2019年４月号 65企業と人材  　2019年４月号

チをOFFからONに切り替えてもら

うため、研修の目的が腹落ちするよ

うしっかりとしたオリエンテーショ

ンが必要になり、その結果、研修の

時間に影響が出てしまいます。

　研修は、受講者が通知をもらった

時点から始まっているのです。受講

者の上司は、研修がOJTと連動する

ものであることを意識して、研修案

内を部下に手渡ししながら、内容に

ついて対話する場をつくることが重

要です。それを通じて、受講者の研

修に向き合う姿勢が受け身から能動

的なものに変わり、学ぶ意欲が高ま

り、研修成果も向上します。

【上司から受講者への対話のポイント】

　上司の方々に働きかけて、以下の点を受講者に伝え

てもらうとよいでしょう。

①研修の目的は何か

②なぜいま、この研修に参加してもらうのか

③研修受講後に上司、職場のメンバーに報告してもら

うこととその意味（研修報告をすることが事前にわ

かっている場合には、受講者は内容をしっかり聞い

て、メモをとるようになります）

【受講者から上司への対話のポイント】

　受講者からは、研修で学びたいこと（目標）とその

理由を、しっかりと上司に伝えるようにします。

（2）　�研修実施後のタイミングでは、成果と今後の活

かし方について対話する！

　研修実施後は、上司と受講者とで以下の点について

話し合い、学んだことを現場で活かしていけるように

指導しましょう。

①研修で気づいたこと、実感したことは何か

②できるようになったことは何か

③学んだことを現場でどのように活かしていくか

（3）　�研修実施１カ月後のタイミングでは、実践状況

（継続）について対話する！

　「心が変われば行動が変わる。行動が変われば習慣

が変わる。習慣が変われば人格が変わる。人格が変わ

れば運命が変わる」というウィリアム・ジェームズの

有名な言葉がありますが、研修で学んだことを習慣化
し、成果の向上につなげていくためには、研修後のフ

ォローが最も重要です。受講直後はやる気も実践力も

高いのですが、どうしても、時間の経過とともに低下

しがちです。1カ月が経過したころに、「研修で学ん

だことを実践してみて、その効果はどうか」の確認を、

上司と受講者との対話を通じて行ってもらいます。そ

うすることが、学んだことを習慣づけるきっかけにな

ります。

　研修とOJTを連動させ、自立した人材の育成をし

ていくために、どんなに忙しくても手間暇を惜しま

ないタイミングのよい対話を積み重ねていきましょ
う！

　

教育スタッフ
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研修事務局は、実施後3ヵ月経過したタイミン
グで、「研修で学んだことを職場で実践していま
すか？」というフォローの連絡（メール）を入れ、
行動の継続・習慣化を促進してみるとよいでし
ょう。

ワンポイントアドバイス

図表　上司と部下（研修受講者）の対話のタイミング

 研修実施時

実施前 実施後 実施１カ月後

受講者自ら研修の目標を立てる
①研修の目標とその理由
②目標を達成できた場合に得られる
　成果・ 結果とは
③研修中どのように取り組むか

①研修の目的は何か
②なぜいま、この研修に参加して

もらうのか
③研修受講後に上司、職場のメン

バーに報告してもらうこととそ
の意味

④研修で学びたいこととその理由

①研修で気づいたこと、実
感したことは何か

②できるようになったことは
何か　

③学んだことを現場でどの
ように活かしていくか

研修で学んだこ
とを実践してみ
て、その効果は
どうか


